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〔
歴
史
随
想
〕

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
一
〇
年
─
経
済
史
・
経
営
史
研
究
実
践
の
試
み

─

宮　

本　

又　

郎

一　

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
設
立
経
緯

（
1
）　「
商
業
博
物
館
」
か
ら
「
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
へ

　

博
物
館
と
い
え
ば
、
王
侯
貴
族
の
宝
物
や
高
級
美
術
工
芸
品
を
対

象
と
し
た
も
の
、
あ
る
い
は
民
俗
学
的
遺
物
を
対
象
と
し
た
も
の
な

ど
が
大
多
数
で
あ
り
、
経
済
や
ビ
ジ
ネ
ス
を
メ
イ
ン
・
テ
ー
マ
と
す

る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
博
物
館
と
い
う
も
の
が
、

各
時
代
の
文
化
の
精
華
を
、
ま
た
文
明
の
進
化
の
過
程
を
後
世
に
伝

え
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
大
い
に
バ
ラ
ン
ス
を
失

し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
経
済
や
ビ
ジ
ネ
ス
は
文
明
や
文
化
を
構
成

す
る
重
要
な
一
部
分
で
あ
り
、
人
々
の
経
済
行
動
の
様
式
や
理
念
、
経

済
生
活
に
お
い
て
造
り
上
げ
て
き
た
シ
ス
テ
ム
や
慣
習
、
施
設
や
道

具
な
ど
も
ま
た
文
化
的
な
営
為
そ
の
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ

れ
な
ら
ば
、
古
今
東
西
の
企
業
家
た
ち
が
た
ど
っ
て
き
た
道
や
か
れ

ら
が
生
み
出
し
て
き
た
文
化
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
仕
組
み
を
説
き
お
こ
し
、

ビ
ジ
ネ
ス
を
通
じ
て
ひ
ろ
が
る
人
類
文
化
の
未
来
を
展
望
す
る
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
を
構
想
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
そ
し
て
、
古
来
、
経
済
都
市

と
し
て
発
展
し
、
こ
れ
か
ら
も
世
界
の
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
と
し
て

の
役
割
発
揮
を
期
待
さ
れ
て
い
る
大
阪
こ
そ
は
、
こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
を
建
設
す
る
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
都
市
で
あ
る
ば
か
り
か
、
建
設

の
義
務
を
負
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
の
よ
う
な
理
念
に
基
づ
き
、
大
阪
商
工
会
議
所
が
大
阪
市
と
協
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力
し
て
、
二
〇
〇
一
年
六
月
五
日
に
設
立
し
た
の
が
「
大
阪
企
業
家

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」（
大
阪
市
中
央
区
本
町
一
─
四
─
五　

大
阪
産
業
創
造

館
内
）
で
あ
る
。
大
阪
市
が
旧
東
区
役
所
跡
に
建
設
す
る
建
物
（
大

阪
産
業
創
造
館
）
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
用
の
ス
ペ
ー
ス
を
提
供
し
、
大
阪

商
工
会
議
所
は
創
立
一
二
〇
周
年
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
開
設
資
金
約
五
億
円
を
会
員
か
ら
の
寄
付
金
で
調
達
し
、
開
館

後
の
運
営
費
は
大
阪
商
工
会
議
所
の
経
常
費
で
賄
う
と
い
う
役
割
分

担
と
な
っ
た
。

　

実
は
こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
一
九
九
〇
年
ご
ろ
か
ら
検
討
が
始
ま
っ

た
「
商
業
博
物
館
」
構
想
に
端
を
発
し
て
い
る
。
大
阪
商
工
会
議
所

は
会
員
に
多
数
の
老
舗
企
業
を
擁
し
て
い
る
が
、
船
場
な
ど
の
市
街

中
心
部
に
存
在
し
て
い
る
企
業
・
商
店
か
ら
古
い
貴
重
な
史
料
や
道

具
類
の
滅
失
、
散
逸
を
嘆
き
、
こ
れ
ら
を
展
示
、
保
存
す
る
「
商
業

博
物
館
」
を
設
立
し
よ
う
と
の
声
が
あ
が
り
、
大
阪
商
工
会
議
所
に

構
想
委
員
会
が
設
け
ら
れ
、
作
道
洋
太
郎
大
阪
大
学
名
誉
教
授
ら
を

中
心
に
検
討
が
重
ね
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
委
員
会
に
は
私
も
参

加
し
、
数
年
の
討
議
を
経
て
コ
ン
セ
プ
ト
が
ほ
ぼ
固
ま
っ
た
が
、
そ

の
後
、
バ
ブ
ル
の
崩
壊
に
よ
る
経
済
情
勢
の
変
化
な
ど
も
あ
っ
て
、
こ

の
構
想
の
実
現
は
頓
挫
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
大
阪
商
工

会
議
所
で
は
一
九
九
七
年
か
ら
検
討
を
再
開
す
る
こ
と
と
し
、
私
や

加
護
野
忠
男
神
戸
大
学
教
授
ら
が
招
集
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま

で
古
文
書
や
歴
史
的
遺
物
な
ど
モ
ノ
を
中
心
に
考
え
て
き
た
コ
ン
セ

プ
ト
か
ら
、
大
阪
が
輩
出
し
て
き
た
数
多
く
の
企
業
家
た
ち
の
行
動

や
精
神
に
光
を
あ
て
る
、
い
わ
ば
ソ
フ
ト
を
重
視
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
に
変
更
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

　

大
阪
は
こ
れ
ま
で
幾
多
の
す
ぐ
れ
た
企
業
家
を
輩
出
し
て
き
た
。
何

が
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
企
業
家
活
動
を
も
た
ら
し
た
の
か
？　

旺
盛

な
企
業
家
精
神
を
発
揮
し
た
人
は
ど
の
よ
う
な
人
だ
っ
た
の
か
？　

彼

ら
は
い
ず
れ
も
高
い
志
の
も
と
、
従
来
の
延
長
線
上
で
は
な
い
新
た

な
発
想
に
立
ち
、
逆
境
を
も
の
と
も
せ
ず
積
極
果
敢
に
挑
戦
し
続
け

た
。
こ
の
よ
う
な
企
業
家
と
企
業
家
精
神
を
テ
ー
マ
と
し
た
他
に
類

を
見
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
建
設
す
る
、
こ
れ
が
新
し

い
コ
ン
セ
プ
ト
と
な
っ
た
。

　

大
阪
が
輩
出
し
た
企
業
家
た
ち
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
ぶ
り
や
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
数
々
を
、
そ
の
時
代
背
景
と
と
も
に
紹
介
す
る
こ
と
に
よ

り
、
企
業
家
や
企
業
家
精
神
が
社
会
経
済
の
発
展
の
原
動
力
と
し
て

い
か
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
か
を
伝
え
る
と
い
う
展
示
機

能
と
、
開
設
講
座
な
ど
を
通
じ
て
次
代
の
企
業
家
輩
出
を
図
る
人
材

育
成
機
能
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
を
支
え
る
研
究
機
能
を
果
た
す
こ
と
が

大
き
な
目
的
と
し
て
設
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
大
阪
大
学
の
阿
部
武
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司
教
授
、
沢
井
実
教
授
、
滋
賀
大
学
の
小
川
功
教
授
、
京
都
学
園
大

学
の
上
川
芳
実
教
授
、
和
歌
山
大
学
の
上
村
雅
洋
教
授
な
ど
に
も
参

加
頂
き
、
具
体
案
の
検
討
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
2
）　
産
学
連
携

　

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
具
体
案
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て

困
っ
た
こ
と
は
、
大
阪
商
工
会
議
所
側
に
も
、
企
画
委
員
の
経
営
史

研
究
者
に
も
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
づ
く
り
の
経
験
が
な
い
こ
と
だ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
の
産
業
、
企
業
関
係
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
の
研
究
、
実
地
調
査
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か

し
、
そ
れ
に
は
お
金
が
要
る
。

　

こ
う
い
う
我
々
に
幸
い
だ
っ
た
こ
と
は
、
一
九
九
九
年
度
か
ら
文

科
省
が
科
学
研
究
費
補
助
金
に
「
地
域
連
携
推
進
研
究
費
」
と
い
う

ジ
ャ
ン
ル
を
設
け
て
く
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
科
研
費
は
、
大

学
研
究
者
と
各
地
域
の
自
治
体
、
産
業
団
体
、
研
究
機
関
な
ど
が
連

携
し
て
、
地
域
の
問
題
を
研
究
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
交
付

さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
私
が
研
究
代
表
者
と
な
っ
て
、
大
阪

大
学
の
経
済
史
・
経
営
史
研
究
者
（
猪
木
武
徳
、
阿
部
武
司
、
沢
井
実
、

佐
村
明
知
、
杉
原
薫
、
鴋
澤
歩
、
中
島
裕
喜
）
と
加
護
野
忠
男
教
授
、
小

川
功
教
授
、
廣
田
誠
神
戸
学
院
大
学
助
教
授
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
大

阪
商
工
会
議
所
を
連
携
先
と
し
て
、「
関
西
企
業
家
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の

構
築
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
こ
の
科
研
に
応
募
し
た
と
こ
ろ
、
幸
い
に

も
一
九
九
九
～
二
〇
〇
一
年
度
に
つ
い
て
総
額
四
一
、
三
〇
〇
千
円

の
研
究
費
を
頂
け
る
こ
と
に
な
っ
た
（
課
題
番
号
一
一
七
九
一
〇
一
五
）。

大
阪
商
工
会
議
所
が
準
備
し
た
資
金
と
科
研
補
助
金
に
支
え
ら
れ
て
、

我
々
は
次
の
よ
う
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
の
具
体
化
を
進
め
た
。

①
国
内
外
の
産
業
関
係
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
史
料
館
な
ど
の
視
察
、
調

査
　

国
内
に
つ
い
て
は
、
渋
沢
史
料
館
、
住
友
別
子
銅
山
記
念
館
、
倉

紡
記
念
館
、
筑
豊
の
石
炭
記
念
館
、
五
個
荘
近
江
商
人
博
物
館
、
ト

ヨ
タ
テ
ク
ノ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
産
業
技
術
記
念
館
、
住
友
史
料
館
な
ど

三
一
施
設
の
視
察
を
行
っ
た
。
海
外
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
の

H
enry Ford M

useum

（
デ
ィ
ア
ボ
ー
ン
市
、
フ
ォ
ー
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
）、N

ew
seum

（
ア
ー
リ
ン
ト
ン
市
、
新
聞
博
物
館
）、N

ational 
M

useum
 of A

m
erican H

istory

（
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
、
国
立
ア
メ
リ

カ
博
物
館
）、Sm

ithsonian M
useum

（
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
、
ス
ミ
ソ

ニ
ア
ン
博
物
館
）、Intel M

useum

（
サ
ン
ノ
ゼ
市
、
イ
ン
テ
ル
博
物

館
）、 the T

ech M
useum

 of Innovation

（
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
博
物
館
）、
フ
ラ
ン
ス
のM

usée H
istorique des 

T
issus

（
リ
ヨ
ン
市
、
繊
維
博
物
館
）、M

usée des A
rts D

écoratifs
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（
リ
ヨ
ン
市
、
装
飾
博
物
館
）、M

usée de L’im
prim

erie et de la 
Banque

（
リ
ヨ
ン
市
、
印
刷
と
銀
行
の
博
物
館
）、
ベ
ル
ギ
ー
のM

useum
 

voor Industrial A
rchelogie en T

extile

（
ゲ
ン
ト
市
、
産
業
考
古

学
お
よ
び
繊
維
産
業
博
物
館
）、
中
国
の
上
海
紡
織
科
学
研
究
院
（
上
海

市
）、
旧
内
外
綿
工
場
（
上
海
市
）、
海
瀾
集
団
（
上
海
市
、
ア
パ
レ
ル

企
業
）、
紡
織
博
物
館
（
南
通
市
）、
蘇
州
市
の
生
糸
・
絹
織
物
工
場
な

ど
の
視
察
、
調
査
を
行
っ
た
。
視
察
し
た
施
設
で
は
、「
企
業
家
」
に

特
化
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
な
か
っ
た
が
、
展
示
方
法
で
は

N
ew

seum

、Intel M
useum

、M
usée H

istorique des T
issus

が
参
考
に
な
っ
た
し
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

は
、
ア
メ
リ
カ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
そ
れ
に
学
ぶ
と
こ
ろ
大
き
な
も

の
が
あ
っ
た
。

②
展
示
企
業
の
選
定
基
礎
資
料
の
作
成
と
企
業
家
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ

イ
ブ
の
作
成

　

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
お
い
て
展
示
そ
の
他
で
対
象
と
す

る
企
業
家
は
、
大
阪
出
身
も
し
く
は
大
阪
を
主
要
舞
台
と
し
て
活
躍

し
た
人
々
に
限
る
こ
と
に
し
た
が
、
そ
れ
で
も
第
一
次
候
補
者
数
は

三
〇
〇
余
名
と
な
っ
た
。
こ
の
第
一
次
候
補
者
に
つ
い
て
文
献
、
史

料
な
ど
を
収
集
し
、
各
研
究
分
担
者
が
調
査
研
究
を
行
い
、
展
示
す

る
企
業
家
選
定
の
基
礎
資
料
の
作
成
を
行
っ
た
。
選
定
し
た
企
業
家

に
つ
い
て
は
一
定
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
基
づ
き
作
成
し
た
テ
キ
ス
ト

形
態
の
レ
ポ
ー
ト
を
基
礎
に
、
映
像
資
料
を
加
え
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

可
読
型
の
デ
ー
タ
・
ベ
ー
ス
を
作
成
し
た
。
こ
れ
が
後
述
の
「
関
西

企
業
家
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
と
な
っ
た
。
こ
の
作
業
に
は
、
科

研
費
分
担
研
究
者
の
ほ
か
、
作
道
洋
太
郎
大
阪
大
学
名
誉
教
授
、
上

村
雅
洋
和
歌
山
大
学
教
授
、
柴
孝
夫
京
都
産
業
大
学
教
授
、
三
宅
宏

司
武
庫
川
女
子
大
学
教
授
、
鈴
木
謙
一
甲
子
園
大
学
客
員
教
授
、
高

岡
美
佳
大
阪
市
立
大
学
助
教
授
、
住
友
史
料
館
の
山
本
一
雄
氏
・
末

岡
照
啓
氏
・
今
井
典
子
氏
・
安
国
良
一
氏
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
石

黒
英
一
氏
、
河
内
厚
郎
『
関
西
文
学
』
編
集
長
、
そ
れ
に
大
阪
商
工

会
議
所
職
員
な
ど
に
も
加
わ
っ
て
も
ら
っ
た
。

③
「
関
西
企
業
家
映
像
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
の
作
成

　

現
存
す
る
重
要
か
つ
ユ
ニ
ー
ク
な
企
業
家
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
調
査
を
行
い
、
そ
れ
を
ビ
デ
オ
映
像
化
し
、
後
世
へ
歴
史
記

録
と
し
て
伝
え
る
と
と
も
に
、
編
集
し
て
大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
で
の
展
示
利
用
に
供
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、

企
業
家
と
親
交
の
あ
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
鈴
木
謙
一
氏
（
元
日
本

経
済
新
聞
社
）、
吉
田
時
雄
氏
（
元
産
経
新
聞
社
）、
岡
田
清
治
氏
（
日

刊
工
業
新
聞
社
）、
折
目
允
亮
氏
（
関
西
ジ
ャ
ー
ナ
ル
社
）
の
助
け
を
借

り
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
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以
上
の
よ
う
に
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く
り
は
、
学

術
研
究
者
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
各
企
業
、
そ
れ
に
大
阪
商
工
会
議

所
職
員
な
ど
多
く
の
方
々
の
参
加
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
た
。
ま
さ

に
産
学
共
同
で
の
作
業
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
産
学
連
携
を
精

力
的
に
推
進
さ
れ
た
の
は
大
阪
商
工
会
議
所
松
本
道
弘
常
務
理
事
と

天
満
清
人
材
開
発
部
課
長
で
あ
っ
た
。
こ
の
お
二
人
の
獅
子
奮
迅
の

活
動
が
な
け
れ
ば
大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
は
実
を
結
ぶ
こ

と
が
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

二　

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
企
業
家
研
究

フ
ォ
ー
ラ
ム

（
1
）　
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
コ
ン
テ
ン
ツ

　

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
二
〇
〇
一
年
六
月
五
日
、
オ
ー
プ

ン
と
な
っ
た
。
初
代
館
長
に
は
井
植
敏
氏
（
当
時
、
三
洋
電
機
会
長
）

が
就
任
さ
れ
た
。
コ
ン
テ
ン
ツ
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

　

館
内
は
プ
ロ
ロ
ー
グ
シ
ア
タ
ー
、
主
展
示
場
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の

三
コ
ー
ナ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
プ
ロ
ロ
ー
グ
シ
ア
タ
ー
で
は
、
豊

臣
秀
吉
や
江
戸
時
代
に
さ
か
の
ぼ
り
、
大
阪
の
企
業
家
精
神
の
ル
ー

ツ
や
企
業
家
を
育
ん
だ
風
土
を
約
一
三
分
の
ビ
デ
オ
で
紹
介
し
て
い

る
。

　

続
く
主
展
示
は
「
企
業
家
た
ち
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
大
阪
を
舞
台
に
活
躍
し
た
企
業
家
一
〇

五
人
の
足
跡
を
パ
ネ
ル
や
め
く
り
資
料
で
紹
介
し
て
い
る
。
彼
ら
が

単
に
何
を
成
し
遂
げ
た
か
だ
け
で
な
く
、「
な
ぜ
」「
ど
の
よ
う
な
思

い
で
」「
ど
の
よ
う
に
し
て
」
と
い
う
観
点
に
重
き
を
置
き
、
分
か
り

や
す
く
記
述
・
展
示
し
て
い
る
。
併
せ
て
、
松
下
幸
之
助
が
考
案
し

た
二
股
ソ
ケ
ッ
ト
や
発
売
当
時
の
「
グ
リ
コ
」「
赤
玉
ポ
ー
ト
ワ
イ

ン
」「
ヤ
ン
マ
ー
デ
ィ
ー
ゼ
ル
」
な
ど
企
業
家
に
ゆ
か
り
の
あ
る
代
表

的
な
開
発
商
品
や
記
念
品
、
遺
品
も
展
示
し
て
い
る
。

　

パ
ネ
ル
展
示
さ
れ
た
一
〇
五
人
の
一
覧
は
表
1
の
通
り
で
あ
る
。
一

〇
五
人
に
絞
っ
た
の
は
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
か
ら
で
、
ま
ず
明
治
維
新

以
降
に
限
る
こ
と
に
し
、
つ
い
で
テ
ー
マ
別
、
時
代
別
、
産
業
別
に

バ
ラ
ン
ス
よ
く
選
ぶ
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
そ
の
人
物
に
つ
い
て
の

学
術
的
研
究
の
有
無
、
資
料
の
入
手
可
能
性
も
考
慮
し
た
。
こ
の
人

選
に
つ
い
て
、
時
と
し
て
「
ベ
ス
ト
一
〇
五
人
」
か
と
い
う
誤
解
が

あ
る
が
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
主
展
示
は
三
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
第
一

ブ
ロ
ッ
ク
は
「
近
代
産
業
都
市
大
阪
の
誕
生
─
産
業
基
盤
づ
く
り
─
」

と
し
て
、
近
代
大
阪
の
イ
ン
フ
ラ
建
設
に
貢
献
し
た
五
代
友
厚
に
始

ま
り
、
日
本
の
産
業
革
命
の
道
を
切
り
開
い
た
繊
維
業
と
商
社
関
係
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表 １ 　大阪企業家ミュージアム主展示企業家一覧

第 1 ブロック
業　種 企業家名

財界リーダー

五代友厚
松本重太郎
藤田伝三郎
広瀬宰平
中橋徳五郎

繊維

山邉丈夫
菊池恭三
武藤山治
稲畑勝太郎
大原孫三郎
大原總一郎
津田信吾
樫山純三
石本他家男

商社

伊藤忠兵衛（初代）
伊藤忠兵衛（ 2 代）
岩井勝次郎
安宅弥吉

金融

野村徳七
弘世助三郎
片岡直温
岩下清周
小山健三
藤本清兵衛
堀田庄三
渡邉忠雄
寺尾威夫

第 2 ブロック
業　種 企業家名

建築

大林芳五郎
竹中藤右衛門（14代）
辰野金吾
片岡　安

薬品

武田長兵衛（ 5 代）
田邊五兵衛（12代）
塩野義三郎
藤澤友吉
森下　博
上山英一郎

電鉄

小林一三
今西林三郎
太田光凞
大塚惟明
金森又一郎

重工業

久保田権四郎
山岡孫吉
栗本勇之助
中山悦治
E.H.ハンター
範多竜太郎
椿本説三
小林愛三
新田長次郎

新生活消費財

水野利八
井上貞治郎
黒田善太郎
伊藤喜十郎
西村俊一
中山太一
市川銀三郎
田嶋一雄
島野庄三郎

洋風食品

鳥井信治郎
江崎利一
浦上靖介
浦上郁夫
鳥井駒吉

レジャー
ショッピング

吉本せい
林　正之助
白井松次郎
大谷竹次郎
飯田新七（ 4 代）
下村正太郎（11代）

新聞

村山龍平
上野理一
本山彦一
前田久吉

第 3 ブロック
業　種 企業家名

財界リーダー

杉　道助
谷口豊三郎
日向方齋
佐伯　勇

エネルギー

太田垣士郎
芦原義重
西山　磐
岩谷直治

電機
松下幸之助
井植歳男
早川徳次

建築
石橋信夫
田鍋　健
能村龍太郎

製造業
細川永一
山田　晁
吉川秀信

流通

中内　㓛
西端行雄
和田源三郎
和田満治
大西信平
越後正一
市川　忍
髙井恒昌
行待裕弘
池田　悟

食品
安藤百福
大社義規
佐治敬三
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の
企
業
家
、
そ
れ
に
新
し
い
金
融
の
仕
組
み
を
も
た
ら
し
た
人
物
が

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

第
二
ブ
ロ
ッ
ク
は
「
大
衆
社
会
の
形
成
─
消
費
社
会
の
幕
開
け
─
」

と
し
て
、
近
代
建
築
業
、
製
薬
業
、
鉄
道
開
発
、
重
工
業
、
洋
風
の

消
費
財
・
食
品
、
レ
ジ
ャ
ー
と
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
そ
れ
に
新
聞
な
ど

の
発
展
に
寄
与
し
た
人
物
が
登
場
す
る
。
い
わ
ゆ
る
「
大
大
阪
」
の

時
代
、
大
阪
で
は
人
口
が
急
速
に
ふ
く
れ
あ
が
っ
た
。
高
速
輸
送
機

関
と
し
て
の
電
鉄
を
、
住
宅
地
、
教
育
・
レ
ジ
ャ
ー
・
文
化
施
設
、

タ
ー
ミ
ナ
ル
・
デ
パ
ー
ト
な
ど
の
開
発
と
関
連
づ
け
て
経
営
し
よ
う

と
し
た
小
林
一
三
が
現
れ
、
都
市
に
は
こ
れ
ま
で
に
は
な
か
っ
た
大

衆
消
費
社
会
が
芽
生
え
、
こ
れ
に
応
え
よ
う
と
す
る
新
商
品
群
が
多

数
登
場
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
赤
玉
ポ
ー
ト
ワ
イ
ン
、
ク
レ
パ
ス
、
魔

法
瓶
、
オ
ム
ラ
イ
ス
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
、
グ
リ
コ
、
カ
メ
ラ
、
カ
ル

ピ
ス
等
々
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
大
阪
の
企
業
家
た
ち
が
開
発
し
た
も

の
だ
っ
た
。

　

第
三
ブ
ロ
ッ
ク
は
「
豊
か
な
時
代
の
形
成
─
復
興
か
ら
繁
栄
へ
─
」

と
し
て
、
戦
後
の
電
力
不
足
解
決
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
黒
四

ダ
ム
建
設
の
太
田
垣
士
郎
、
プ
レ
ハ
ブ
の
石
橋
信
夫
、
消
費
文
化
を

開
花
さ
せ
た
家
電
の
松
下
幸
之
助
や
流
通
革
命
を
も
た
ら
し
た
中
内

㓛
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
の
安
藤
百
福
な
ど
が
登
場
し
、
サ
ン

ト
リ
ー
の
佐
治
敬
三
が
掉
尾
を
飾
っ
て
い
る
。

　

一
〇
五
人
の
出
生
地
を
み
る
と
、
大
阪
二
〇
人
、
兵
庫
一
一
人
、
京

都
九
人
、
京
阪
神
で
計
四
〇
人
（
三
八
％
）
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ

の
比
率
は
む
し
ろ
少
な
い
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
大
阪
で
活
躍
し
た

企
業
家
と
い
え
ど
も
、
決
し
て
根
っ
か
ら
の
大
阪
人
で
は
な
く
、
西

日
本
を
中
心
と
し
て
各
地
か
ら
大
阪
に
や
っ
て
き
た
人
々
が
こ
の
地

に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
活
力
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

　

主
展
示
場
に
続
い
て
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
コ
ー
ナ
ー
が
あ
る
。
そ
の
コ

ン
テ
ン
ツ
の
一
つ
が
先
述
の
「
関
西
企
業
家
映
像
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」

で
あ
る
。
こ
れ
は
関
西
の
有
力
企
業
家
に
そ
の
ラ
イ
フ
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
、

企
業
家
と
し
て
の
足
跡
を
語
っ
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
ビ
デ
オ
映
像
に

編
集
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
コ
ン
テ
ン
ツ
で
あ
る
。
新
井
正
明
（
住
友

生
命
）、
安
藤
百
福
（
日
清
食
品
）、
井
植
敏
（
三
洋
電
機
）、
家
城
福
一

（
日
阪
製
作
所
）、
石
橋
信
夫
（
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
）、
稲
盛
和
夫
（
京
セ

ラ
）、
伊
部
恭
之
助
（
住
友
銀
行
）、
岩
谷
直
治
（
岩
谷
産
業
）、
鬼
塚
喜

八
郎
（
ア
シ
ッ
ク
ス
）、
葛
西
健
蔵
（
ア
ッ
プ
リ
カ
葛
西
）、
亀
井
正
夫

（
住
友
電
気
工
業
）、
黒
田
暲
之
助
（
コ
ク
ヨ
）、
佐
々
木
正
（
シ
ャ
ー
プ
）、

鈴
木
謙
一
（
日
本
経
済
新
聞
社
）、
中
内
㓛
（
ダ
イ
エ
ー
）、
中
邨
秀
雄

（
吉
本
興
業
）、
能
村
龍
太
郎
（
太
陽
工
業
）、
細
川
益
男
（
ホ
ソ
カ
ワ
ミ

ク
ロ
ン
）、
松
下
正
治
（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
）、
村
井
勉
（
東
洋
工
業
、
ア
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サ
ヒ
ビ
ー
ル
）、
和
田
亮
介
（
和
田
哲
）
の
二
一
氏
に
つ
い
て
の
ビ
デ

オ
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
の
方
が
故
人
と
な
ら

れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
方
々
の
生
前
の
肉
声
を
伝
え
る
貴
重
な
記
録

と
な
っ
て
い
る
。

　

企
業
家
の
生
い
立
ち
か
ら
活
躍
に
至
る
事
績
を
写
真
も
交
え
パ
ソ

コ
ン
で
紹
介
す
る
デ
ー
タ
・
ベ
ー
ス
「
企
業
家
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
」
も
当
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
コ
ン
テ
ン
ツ
で
あ
る
。
各

企
業
家
に
つ
い
て
研
究
者
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
な
ど
が
専
門
の
立
場

か
ら
執
筆
し
た
も
の
で
、
現
在
一
二
〇
人
の
企
業
家
に
つ
い
て
の
ア
ー

カ
イ
ブ
が
完
成
し
て
い
る
。
蔵
書
と
し
て
は
、
も
と
大
阪
商
工
会
議

所
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
企
業
家
の
伝
記
・
小
説
・
自
伝
、
各

社
の
社
史
な
ど
を
含
み
、
現
在
、
文
献
七
七
六
〇
冊
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
六
八

点
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る

（
2
）　「
企
業
家
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
設
立

　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
は
展
示
機
能
、
人
材
育
成
機
能
だ
け
で
は
不
十

分
で
あ
る
と
し
て
、
開
館
年
の
二
〇
〇
一
年
一
二
月
に
「
企
業
家
研

究
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
い
う
学
会
が
設
立
さ
れ
た
。「
大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
と
連
携
し
、
企
業
家
活
動
研
究
の
促
進
と
そ
の
成
果
の
普
及

を
図
る
と
と
も
に
、
経
済
社
会
が
真
に
求
め
る
人
材
の
育
成
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」（
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
会
則
第
一
条
）
と
の
趣
旨
に
、

研
究
者
ば
か
り
で
は
な
く
、
法
人
企
業
や
実
務
界
の
人
々
な
ど
が
応

え
、
設
立
一
〇
年
を
経
過
し
た
二
〇
一
二
年
九
月
現
在
、
一
般
四
三

六
人
、
法
人
三
〇
社
が
会
員
と
な
っ
て
い
る
。
初
代
会
長
に
私
（
宮

本
又
郎
）
が
、
副
会
長
に
加
護
野
忠
男
氏
（
当
時
、
神
戸
大
学
教
授
、
現

甲
南
大
学
特
別
客
員
教
授
、
大
阪
経
済
大
学
客
員
教
授
）
が
就
任
し
た
が
、

現
在
は
会
長
・
宮
本
、
副
会
長
に
は
加
護
野
教
授
の
ほ
か
、
橘
川
武

郎
一
橋
大
学
教
授
、
金
井
一
頼
大
阪
商
業
大
学
教
授
、
沢
井
実
大
阪

大
学
教
授
が
加
わ
っ
て
い
る
。

　

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
年
次
大
会
の
ほ
か
春
夏
秋
冬
に
研
究
会
を

開
催
、
機
関
誌
と
し
て
『
企
業
家
研
究
』（
二
〇
一
二
年
九
月
現
在
、
第

九
号
ま
で
）
を
発
行
し
て
い
る
。
年
次
大
会
で
は
各
回
と
も
「
共
通

論
題
」
が
掲
げ
ら
れ
、
当
該
テ
ー
マ
に
つ
き
半
日
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
共
通
論
題
は
次
の
通
り

で
あ
る
。「
企
業
家
学
の
課
題
と
可
能
性
」「
変
革
期
に
お
け
る
企
業

家
輩
出
の
条
件
」「
企
業
家
の
意
思
決
定
を
再
考
す
る
」「
企
業
家
の

特
異
条
件
─
狂
気
・
異
形
・
才
覚
の
経
営
人
類
学
的
研
究
」「
Ｍ
＆
Ａ
、

Ｔ
Ｏ
Ｂ
等
の
ハ
イ
リ
ス
ク
分
野
で
活
躍
し
た
企
業
家
群
像
の
実
像
と

虚
像
」「
ま
ち
づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」「
企
業
家
と
信
頼
・
出

会
い
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
そ
し
て
運
」「
老
舗
と
企
業
家
精
神
」「
地
域
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産
業
の
新
陳
代
謝
と
企
業
家
育
成
の
国
際
比
較
」「
女
性
企
業
家
の
多

様
性
と
可
能
性
」「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
あ
り
方
─
財
界
の
機
能
を
め

ぐ
っ
て
─
」。

　

な
お
、
企
業
家
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
設
立
に
あ
た
っ
て
は
、
大
阪
商

工
会
議
所
か
ら
大
西
正
文
第
二
二
代
会
頭
顕
彰
事
業
と
し
て
、「
企
業

家
研
究
基
金
」
二
〇
〇
〇
万
円
が
設
定
さ
れ
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

こ
の
基
金
を
主
と
し
て
、
大
学
院
生
を
対
象
と
し
た
「
企
業
家
研
究

助
成
金
」（
一
件
三
〇
万
円
を
上
限
と
し
、
毎
年
一
〇
〇
万
円
）
に
活
用

し
て
い
る
。
ま
た
、「
企
業
家
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
賞
」
を
設
け
、
企
業

家
研
究
の
分
野
で
優
れ
た
成
果
を
挙
げ
た
著
書
、
論
文
を
表
彰
し
て

い
る
。

三　

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
一
〇
年

（
1
）　
来
館
者

　

開
館
以
来
一
〇
年
間
の
来
館
者
数
は
表
2
の
通
り
で
あ
る
。
緩
や

か
に
で
は
あ
る
が
、
毎
年
少
し
ず
つ
来
館
者
数
は
増
え
て
お
り
、
二

〇
一
二
年
九
月
二
五
日
現
在
で
は
累
計
一
六
万
〇
二
六
一
人
に
達
し

た
。
こ
の
種
の
地
味
な
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
し
て
は
善
戦
し
て
い
る
と

い
え
よ
う
。
個
人
約
三
〇
％
、
団
体
約
七
〇
％
、
属
性
別
で
は
社
会

人
約
五
五
％
、
学
生
・
生
徒
約
四
五
％
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
社

会
人
団
体
で
は
企
業
の
新
入
社
員
や
大
阪
赴
任
者
向
け
の
研
修
で
よ

く
使
わ
れ
て
い
る
。
学
生
・
生
徒
に
つ
い
て
は
、
大
学
の
ゼ
ミ
や
キ
ャ

リ
ア
教
育
、
近
年
で
は
中
高
校
生
の
修
学
旅
行
で
の
利
用
が
多
い
。
外

国
人
来
館
者
も
中
国
、
韓
国
を
主
に
七
％
ほ
ど
を
占
め
て
い
る
。
日

本
語
の
ほ
か
英
・
中
・
韓
の
音
声
ガ
イ
ド
を
用
意
し
て
外
国
か
ら
の

来
館
者
の
便
を
図
っ
て
い
る
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
二
〇
一
一
年
、
個
人
来
館
者
を
対
象
に
実
施
）
で

は
「
大
変
満
足
」
と
「
満
足
」
合
計
が
九
四
％
と
な
っ
て
い
る
。「
面

白
く
、
大
阪
ら
し
い
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
大
阪
に
し
か
で
き
な
い
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
、
大
阪
で
こ
そ
意
味
あ
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」「
こ
の
よ
う
な
施

設
を
構
想
し
、
実
現
し
た
大
阪
の
底
力
に
感
銘
を
受
け
た
」「
大
阪
か

ら
こ
れ
だ
け
多
く
の
企
業
家
が
輩
出
さ
れ
た
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
」

な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

な
お
、
初
代
館
長
井
植
敏
氏
は
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
を
も
っ
て
退

任
さ
れ
、
私
（
宮
本
）
が
後
を
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
二
〇
〇

表 2 　 大 阪 企 業 家
ミュージアム来館
者数

年度 来館者（人）

2001 9,450
2002 9,624
2003 10,948
2004 11,897
2005 13,985
2006 16,220
2007 14,972
2008 15,420
2009 14,323
2010 16,781
2011 17,964

注：2001年は 6 月 5 日
～翌年 3 月末の数。
他は 4 月 1 日～翌年
3 月末。
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九
年
二
月
に
は
経
済
産
業
省
の
「
近
代
化
産
業
遺
産
」
に
認
定
さ
れ

た
。
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
運
営
は
現
在
、
大
阪
商
工
会
議
所
人
材
開
発

部
職
員
三
名
、
同
嘱
託
一
名
と
派
遣
社
員
二
名
が
、
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ

フ
の
助
け
を
借
り
て
行
っ
て
い
る
。
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
（
現
在
男

性
一
八
名
、
女
性
二
名
が
登
録
）
は
こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
趣
旨
に
賛

同
し
て
来
て
頂
い
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
で
、
企
業
な
ど
で

の
実
務
経
験
豊
富
な
方
が
多
く
、
重
要
な
戦
力
と
な
っ
て
い
る
。

（
2
）　
特
別
展
示

　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
リ
ピ
ー
ト
来
館
者
を
迎
え
る
た
め
に
も
、
絶

え
ず
コ
ン
テ
ン
ツ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
は
か
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

本
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
企
画
展
示
・
特
別
展
示
で
こ
れ
に
対
応
し
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
の
実
績
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
「
五
代
友
厚
と
企
業
家
精
神
」（
二
〇
〇
五
年
）、「
吉
本
興
業
『
吉
本

せ
い
・
林
正
之
助
姉
弟
』」「
ミ
ズ
ノ
創
業
者　

水
野
利
八
」（
以
上
、

二
〇
〇
六
年
）、「
三
洋
電
機
創
業
者　

井
植
歳
男
」「
鳥
井
信
治
郎
・

佐
治
敬
三
」（
以
上
、
二
〇
〇
七
年
）、「
大
商
一
三
〇
周
年
・
江
戸
か

ら
明
治
へ　

変
革
期
の
企
業
家
た
ち
」「
初
代
・
二
代　

伊
藤
忠
兵

衛
」（
以
上
、
二
〇
〇
八
年
）、「
デ
ー
タ
で
見
る
老
舗
」（
二
〇
〇
九
年
）、

「
体
験
し
て
み
よ
う
！　

真
空
の
不
思
議
」「『
商
品
を
通
じ
て　

世
の

中
の
役
に
立
つ
』
～
今
も
生
き
る
創
業
者
の
志　

コ
ク
ヨ
創
業
者　

黒

田
善
太
郎
」「
順
天
～
今
に
生
き
る
創
業
者
の
想
い　

創
業
一
二
五
年

大
阪
の
老
舗
『
桃
谷
順
天
館
』
創
業
者
・
桃
谷
政
次
郎
」「
神
様
に

な
っ
た
企
業
家　

上
山
英
一
郎
」（
以
上
、
二
〇
一
〇
年
）、「
広
告
王　

森
下
博
～
森
下
仁
丹　

創
業
者
～
」「
進
取
の
精
神
～
京
阪
百
年　

継

承
さ
れ
る
企
業
家
精
神　

渋
沢
栄
一
、
太
田
光
凞
」「
大
阪
企
業
家

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
十
周
年
・
大
阪
の
恩
人　

五
代
友
厚
」「
マ
ル
キ
パ
ン

　

水
谷
政
次
郎
」「
製
品
に
見
る　

今
に
生
き
る
企
業
家
精
神
」「『
順

理
則
裕
』
～
道
理
に
生
き
、
繁
栄
す
る
～
伝
統
と
変
革　

東
洋
紡
の

あ
ゆ
み
」「
西
の
五
代
友
厚
、
東
の
渋
沢
栄
一
～
近
代
日
本
の
基
礎
を

築
い
た
二
人
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
リ
ー
ダ
ー
と
そ
の
企
業
家
精
神
～
」（
以

上
、
二
〇
一
一
年
）、「
挑
戦
・
創
意
工
夫
～
今
活
躍
す
る
企
業
家
た

ち
」「
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
と
企
業
家
達
」「
シ
ャ
ー
プ
一
〇
〇

年　

創
業
者
・
早
川
徳
次
─
危
機
を
乗
り
越
え
続
け
た
企
業
家
」（
以

上
、
二
〇
一
二
年
）。

　

特
別
展
示
の
企
画
、
コ
ン
テ
ン
ツ
づ
く
り
は
、
関
係
企
業
、
企
業

家
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
事
務
局
長

（
現
在
は
興
津
厚
志
氏
）
以
下
ス
タ
ッ
フ
の
手
づ
く
り
に
よ
っ
て
行
わ

れ
て
い
る
が
、
ユ
ニ
ー
ク
な
企
業
家
展
と
し
て
好
評
を
博
し
て
い
る
。
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（
3
） 

イ
ベ
ン
ト
・
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　

本
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
展
示
事
業
の
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
や
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
き
た
。
社
会
人
向
け
と
し
て
は
関
西
学

院
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
と
の
連
携
講
演
会
「
現
代
企
業
家
の
戦

略
的
役
割
」、
大
阪
大
学
連
携
講
座
「
大
阪
の
企
業
家
群
像
」、
ナ
イ

ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
講
演
会
、
新
入
社
員
研
修
セ
ミ
ナ
ー
、
大
阪
赴
任

者
向
け
研
修
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
ほ
か
出
張
講
義
も
実
施
し
た
。
そ
の

ほ
か
単
発
に
話
題
の
企
業
家
に
関
す
る
講
演
会
を
開
催
し
て
い
る
。

　

大
学
生
対
象
と
し
て
「
仕
事
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー
」
や
イ
ン
タ
ー

ン
学
生
の
受
入
れ
を
行
い
、
小
中
高
生
対
象
と
し
て
は
大
阪
市
の
「
サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
シ
テ
ィ
事
業
」
や
「
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
ジ
ョ
ブ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
事
業
、
社
会
見
学
・
修
学
旅
行
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
な
ど
に
協
力
し

た
ほ
か
、「
大
阪
の
産
業
・
企
業
の
今
昔
を
学
ぶ
」
や
出
張
講
義
も
実

施
し
た
。

　

ま
た
、
二
〇
一
一
年
一
一
月
四
日
に
は
、「
大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
十
周
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
「
西
の
五
代
友
厚
、
東
の
渋
沢

栄
一
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
大
阪
産
業
創
造
館
で
開
催
し
た
。
私
（
宮

本
）
と
鹿
島
茂
明
治
大
学
教
授
の
基
調
講
演
の
あ
と
、
米
田
道
生
大

阪
証
券
取
引
所
社
長
、
佐
藤
茂
雄
大
阪
商
工
会
議
所
会
頭
・
京
阪
電

気
鉄
道
会
長
を
加
え
て
、
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
五

代
や
渋
沢
の
企
業
家
活
動
の
現
代
的
意
義
に
つ
い
て
、
熱
の
こ
も
っ

た
討
議
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
聴
衆
二
六
〇
人
と
盛
会
で
あ
っ
た
。

（
4
）　
刊
行
物

　

刊
行
物
と
し
て
は
、
開
館
当
初
の
『
大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』『
お
お
さ
か
ヒ
ッ
ト
商
品
絵
巻
』『
大
阪
企
業
家
列

伝
─
大
阪
を
創
っ
た
企
業
家
を
調
べ
よ
う
』
の
ほ
か
、
以
下
を
加
え

た
。『
大
阪
企
業
家
名
言
集
』
は
展
示
企
業
家
の
名
言
六
二
件
を
収
録

し
た
も
の
で
、
販
売
に
供
し
て
い
る
（
一
冊
五
〇
〇
円
）。
小
中
学
生

の
企
業
家
理
解
を
助
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
漫
画
冊
子
『
企
業

家
の
人
生
に
学
ぶ
』
を
制
作
、
現
在
、
江
崎
利
一
・
石
橋
信
夫
・
早

川
徳
次
・
上
山
英
一
郎
・
岩
谷
直
治
・
久
保
田
権
四
郎
・
佐
伯
勇
の

七
人
に
つ
い
て
刊
行
し
て
い
る
。
ま
た
、
子
ど
も
ゆ
め
基
金
の
助
成

を
受
け
「
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
で
楽
し
む
企
業
家
精
神
～
小
中
学

生
の
た
め
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
を
構
築
し
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公

開
（http://w

w
w

.kigyoka.jp/yum
e/

）。
こ
の
中
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の

一
つ
と
し
て
、
松
下
幸
之
助
、
安
藤
百
福
の
企
業
家
精
神
を
ア
ニ
メ

で
紹
介
し
て
い
る
。
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お
わ
り
に

　

企
業
経
営
者
・
幹
部
は
も
と
よ
り
、
学
生
や
こ
れ
か
ら
起
業
し
よ

う
と
い
う
人
は
偉
大
な
先
人
企
業
家
の
情
熱
や
英
知
に
学
ぶ
こ
と
が

何
よ
り
肝
要
で
あ
る
。
先
人
た
ち
の
努
力
の
ド
ラ
マ
か
ら
貴
重
な
ヒ

ン
ト
と
糧
が
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
企
業
家
研
究
を
志
す
人
、
大
阪

を
中
心
と
し
て
関
西
の
企
業
家
の
こ
と
を
調
べ
た
い
、
勉
強
し
た
い

と
思
う
人
に
も
是
非
来
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
大
阪
商
工
会
議
所
を
中
心
と
し
て
大
阪
経

済
界
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
き
た
が
、
地
味
な
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
独

立
採
算
が
困
難
で
あ
る
以
上
、
経
済
界
・
行
政
の
み
な
ら
ず
、
よ
り

広
い
市
民
の
応
援
が
必
要
で
あ
る
。「
こ
の
不
況
下
に
、
何
を
呑
気
な

こ
と
を
」
と
い
う
声
も
聞
こ
え
て
き
そ
う
だ
が
、
江
戸
時
代
の
大
阪

の
町
人
精
神
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
懐
徳
堂
や
石
門
心
学
は
、
元

禄
バ
ブ
ル
が
去
っ
た
不
況
の
享
保
時
代
に
大
阪
町
人
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
こ
と
を
想
起
し
て
欲
し
い
。
船
場
や
ベ
ニ
ス

の
商
人
の
歴
史
が
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ン
は
常
に
文
化
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
あ
っ
た
。
現
代
ビ

ジ
ネ
ス
が
混
迷
に
陥
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
神
髄
に
触

れ
、
そ
の
価
値
や
夢
を
再
び
思
い
起
こ
し
、
未
来
の
ビ
ジ
ネ
ス
社
会

の
あ
り
方
を
構
想
す
る
場
が
必
要
で
あ
る
。
大
阪
が
誇
り
と
し
て
き

た
時
代
を
先
駆
け
る
革
新
精
神
と
果
敢
な
行
動
力
、
才
覚
と
英
知
を

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
結
集
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
あ
る
。

〔
付
記
〕

・
肩
書
き
に
つ
い
て
は
特
に
記
載
の
な
い
限
り
当
時
の
も
の
と
し
た
。

・「
現
在
」「
現
」
に
つ
い
て
は
特
に
記
載
の
な
い
限
り
二
〇
一
二
年
一

〇
月
時
点
の
も
の
と
し
た
。

（
み
や
も
と
　
ま
た
お
・
大
阪
経
済
大
学
客
員
教
授
、
大
阪
大
学
名
誉
教
授
、

大
阪
企
業
家
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
館
長
）


